
第１回

聖籠中学校通学バス運行検討委員会

令和６年６月１４日

聖籠町教育委員会 子ども教育課



委員会設置の目的

中学校の冬季通学バスの運行については、現在、12月～2月の冬季

に限り、聖籠中学校の全生徒を対象に貸切バスを運行しています。

令和５年度の検討委員会（令和5年5月18日開催）では、令和２年

度の検討委員会からの「基本的に料金の値上げは止む無し。」とい

う答申の方向性は共有しつつも、感染症や物価高、ウクライナ情勢

など経済状況を踏まえ、料金を据え置きとすることとしました。

しかしながら、令和５年８月に運賃の下限単価が増額されたこと

により、運行経費が令和4年度から1.3倍程度増加する結果となりま

した。

このような状況から、今年度は、引き続き料金についての検討を

行うとともに、３月まで運行してほしいとの町民からの要望につい

て検討することを目的としております。
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検討委員会の進め方

１．本委員会で検討いただく内容

① 中学校通学バス料金について ・・・P. 4～10

② 運行期間について ・・・P.11～14

⇒各内容の詳細は後ほど事務局より説明いたします。

２．検討委員会開催予定（案）

本日を含め２回の開催を予定しております。
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①中学校通学バス料金について

 平成２２年度 制度開始時 片道 5,000円 往復 10,000円

エコバスの料金を参考に、片道100円の50日間で片道5,000円

 平成２７年度 値上げ１回目 片道 6,000円 往復 12,000円

貸切バスの運賃・料金制度の改正に伴い委託料が大幅に増額したため、

片道1,000円の増額。

 平成２８年度 値上げ２回目 片道 7,000円 往復 14,000円

事業費が増加傾向にあることから、片道1,000円の増額。

 平成２９年度以降 料金据え置きとし、現在に至る。

・過去の値上の経過について
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※令和２年度、令和４年度、令和5年度に料金の値上げについて本委員会で検討し、据え置きとした。



①中学校通学バス料金について
昨年度の検討委員会での主な意見（報告書抜粋）

⚫ 利用料金の値上げについては、財政負担の軽減は町として必要な視点である。値上げを
しない場合であっても相応の理由が必要。

⚫ 値上げにより利用者が減少し、保護者送迎が増加すると事故や渋滞の原因になり得るた
め、安全な通学を提供できなくなる恐れがある。

⚫ コロナ禍等の社会情勢に伴う光熱費、物価の高騰による家計負担への考慮が必要である。

⚫ 町の契約者の選定方法の変更等により運行費が抑えられたことで、平成30年と比較し、
運行費に対する利用者負担割合が高くなっている。

⚫ 過去における利用料の値上げについては、国によりバス運行に係る制度改正が行われ、
運行経費が増加したことが要因となっているため、今後値上げを行う際は、同等の理由
が必要である。

以上の意見を基に、下記内容を委員会の基本的な考え方としました。
《委員会の基本的な考え方》

次の理由により利用料金を据え置きとする。
１．コロナ禍、物価高騰等の社会情勢
２．値上げによる利用控えに伴う交通事故への懸念
３．値上げには過去の国の制度改正による値上げと同等の理由が必要。
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①中学校通学バス料金について

 料金

（１）片道利用 7,000円

（２）往復利用 14,000円

 申込人数

（１）片道利用 50人

（２）往復利用 248人

 利用料収入

（１）実収入額 3,269,000円（運行費用に対する割合 約23.7％）

（２）免除額（※） 546,000円

（３）合計額 3,815,000円（運行費用に対する割合 約27.6％）

・令和5年度の料金、申込人数

※距離による料金の差はありません。
※片道、往復を申請時に選択いただきます。

※生活保護者、就学援助費、特別支援教育就学奨励費の支給を受けている者を対象に利用料を免除しています。
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 運行経費

令和5年度 13,813,024円（参考：令和4年度 10,617,150円）

3,195,874円の増

令和５年８月２５日付国土交通省通知の「一般貸切旅客自動車運送事業によりスクールバス運
送を行う場合における運賃及び料金について」により距離制運賃及び時間制運賃が増額となり、
運行経費の総額も増額となりました。

（変更前） （変更後）

①中学校通学バス料金について

・令和5年度の状況
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運行費用 収入額 収入割合 片道料金 備考

平成22年度 9,162,300 1,895,000 20.68% 5,000

平成23年度 11,242,350 2,355,000 20.95% 5,000

平成24年度 11,872,000 2,620,000 22.07% 5,000

平成25年度 12,638,800 2,740,000 21.68% 5,000

平成26年度 13,899,110 2,745,000 19.75% 5,000

平成27年度 14,922,522 3,066,000 20.55% 6,0001,000円値上げ

平成28年度 15,984,000 3,108,000 19.44% 7,0001,000円値上げ

平成29年度 14,586,480 2,954,000 20.25% 7,000

平成30年度 14,300,226 3,143,000 21.98% 7,000

令和元年度 13,419,670 3,486,000 25.98% 7,000

令和2年度 13,698,300 3,451,000 25.19% 7,000

令和3年度 10,307,344 3,122,000 30.29% 7,000契約手続きの変更

令和4年度 10,617,150 3,780,000 35.60% 7,000

令和5年度 13,813,024 3,815,000 27.62% 7,000国の単価変更により運行経費増

制度開始当初から令和5年度までの運行費用、収入額（免除者分を含む）の変遷

①中学校通学バス料金について



令和2年度の検討委員会において、下記のとおり報告しており、町も委員会の意見を
尊重しているところであります。

令和3～5年度は、コロナ禍や物価高騰の影響を踏まえ料金を据え置きとしておりま
した。

しかしながら、令和5年度において国の単価改定により、運行経費が増加している状
況であり、持続性のある事業の確立のためには、利用料金の値上げを行う必要が生じて
おります。

検討委員会では、値上げ額や、急激な価格変更とならないために、どのように値上げ
をしていくのかを検討いたします。

①中学校通学バス料金について
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・値上げについてご検討いただく理由

全生徒を対象として、「生徒の通学の安全確保」を目的とした運行とし
たこと、並びに町財政面の考慮と持続性のある事業の確立という視点か
ら、利用料金の値上げはやむを得ない。ただし、値上げについては、急
激な価格変更とならないよう、配慮すべきである。



①中学校通学バス料金について

・値上げ（案）について

令和5年度の運行経費を基に、利用者負担割合毎の利用料を算出した場合

負担割合
利用者負担額
（千円未満切捨）

年間利用料
（片道）

（千円未満切捨）

年間利用料
（往復）

（百円未満切捨）

27.6％ 3,815,000円 7,000円 14,000円

30％ 4,143,000円 7,000円 14,000円

35％ 4,834,000円 8,000円 16,000円

40％ 5,525,000円 10,000円 20,000円

45％ 6,215,000円 11,000円 22,000円

50％ 6,906,000円 12,000円 24,000円
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①中学校通学バス料金について

（参考）新発田市、胎内市冬季バスの状況

新発田市 胎内市

距離要件 3km以上 2.5km以上

利用者負担 なし なし

運行期間 12月～3月 11月～3月上旬
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②運行期間について

 現在は、中学校で自転車通学が禁止となる12月～２月のみ通
学バスの運行を行っておりますが、PTA総会内で保護者より運
行期間について検討してほしいとの要望がありました。

 なお、令和２年度の検討委員会では、運行目的として以下の
ような基本的な考え方が示され、その際に要望に上がってい
た、3月の運行については「12月～2月のままでよい。」と結
論付けられました。また、令和5年度の検討委員会では11月の
運行についても令和２年度の検討委員会の考え方を踏襲し、
12月～2月までの運行と結論付けられました。

委員会の基本的な考え方

本事業は、冬期間での登下校の利便性とともに、降雪により歩
行空間が制限された道路通行の不安解消策及び、冬季の日暮れ
が早くなることからの防犯の安全性の観点から「生徒の通学の
安全確保」とすべきである。

※聖籠中学校通学バスの運行に関する報告書（令和２年度）抜粋
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 令和5年11月の日没時刻及び気象情報について

・日没時間（国立天文台 ホームページ抜粋）

令和5年11月 1日 16時46分

令和5年11月30日 16時25分

・気象情報（令和5年11月）

最大1時間
降水量（mm)

日数

1ｍｍ未満 13

5ｍｍ未満 11

10ｍｍ未満 6

15ｍｍ未満 0

20ｍｍ未満 0

②運行期間について

気温
（日数）

平均 最高 最低

5℃未満 0 0 0

10℃未満 10 2 20

15℃未満 13 11 9

20℃未満 6 10 1

25℃未満 1 5 0
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最深積雪
（cm)

日数

0cm 0

1cm 0

3cm 0



 令和6年 3月の日没時刻及び気象情報について

・日没時間（国立天文台 ホームページ抜粋）

令和6年 3月 1日 17時37分

令和6年 3月31日 18時06分

・気象情報（令和6年3月）

最大1時間
降水量（mm)

日数

1ｍｍ未満 13

5ｍｍ未満 16

10ｍｍ未満 2

15ｍｍ未満 0

20ｍｍ未満 0

②運行期間について

気温
（日数）

平均 最高 最低

5℃未満 13 2 27

10℃未満 15 16 4

15℃未満 3 11 0

20℃未満 0 2 0

25℃未満 0 0 0
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最深積雪
（cm)

日数

0cm 27

1cm 3

3cm 1



・参考資料
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 11月～3月に運行した場合の運行費用の試算

・運行費用

令和5年度と同様の利用者数、運行経路として令和6年度の登校日で試算する。

12月～2月までの運行 14,250,940円（51日間運行）

11月～2月までの運行 19,906,260円（71日間運行）（5,655,320円増）

12月～3月までの運行 18,401,460円（66日間運行）（4,150,520円増）

11月～3月までの運行 24,081,860円（86日間運行）（9,830,920円増）

②運行期間について

※競争により、実運行費用は試算の額より減少することがあります。
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 11月～3月に運行した場合の利用者負担額（片道）の試算

・利用者負担額

令和5年度と同様の利用者数、運行経路として令和6年度の登校日で試算する。

②運行期間について
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12月～2月 11月～２月 12月～3月 11月～3月

30％ 7,000 10,000 10,000 13,000

40％ 10,000 14,000 13,000 17,000

50％ 13,000 18,000 16,000 22,000


